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市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
21
人
36
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
）

一
般
質
問

　※（　）内は、会派名を略して掲載しました。　市政…府中市議会市政会　市フォ…府中市議会市民フォーラム　公明…公明府中　共産…日本共産党府中市議団　ネット…生活者ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  自由…自由クラブ　都民…府中市議会都民ファーストの会　市民…市民の風
   ※一般質問のタイトルには質問方式（一括質問または一問一答）を記載しております。

秋
山

と
し
ゆ
き

議
員（
市
政
）　

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
府
中
の
推
進
に

は
、
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

見
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
は
も
と
よ

り
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

清
水

勝

議
員（
市
フ
ォ
）　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
い
つ

終
え
ん
と
な
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
の
中
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、
ウ
ィ

村
崎

啓
二

議
員（
市
フ
ォ
）　
本
市

に
お
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

な
ど
の
公
文
書
管
理
の
目
的
を
明

記
す
る
と
と
も
に
、
特
定
歴
史
公

文
書
の
保
存
利
用
等
を
規
定
し
た

府
中
市
公
文
書
管
理
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
は
、
今
日
的
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
同
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

公
文
書
管
理
の
透
明
性
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
取

組
を
通
じ
て
得
た
教
訓
や
レ
ガ
シ

ー
を
現
在
及
び

将
来
の
市
民
に

説
明
す
る
手
段

と
し
て
有
効
で

あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

議
員
　
公
文
書

館
機
能
を
持
つ

ふ
る
さ
と
府
中

歴
史
館
公
文
書

史
料
室
に
つ
い

て
は
、
既
存
公

共
施
設
へ
の
移

設
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
移
転
場
所
の
検
討

状
況
を
聞
き
た
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
将
来
に
向

け
た
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
考
え
た

上
で
、
最
良
の
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
は
、
よ
り
良
い
公
文
書

史
料
室
を
目
指
し
、
関
係
部
署
と

も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ク
競
技
大
会
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
市
内
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

を
生
か
し
た
取
組
等
、
新
た
な
起

爆
剤
が
必
要
と
思
う
が
、
市
は
同

コ
ー
ス
を
レ
ガ
シ
ー
コ
ー
ス
と
し

て
活
用
し
、
新
た
な
サ
イ
ク
ル
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
同
コ
ー
ス
は
、

大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
本
市

を
代
表
す
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
る
と
捉
え
て
い
る
た
め
、
積
極

的
に
事
業
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
者
が
、
急
増
し
て
い

る
中
で
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
は
難
し
い
と
思
う
が
、
屋
外

で
行
う
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
密
に
な
ら
ず
、
時

期
を
見
極
め
て
開
催
が
可
能

と
思
う
が
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
長
　
同
感
染
症

の
拡
大
状
況
を
見
極
め
、
観

光
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討

し
て
い
き
た
い
。

他 

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
府
中
の
さ
ら

な
る
推
進
に
向
け
て

ズ
コ
ロ
ナ
で
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
賢
明
だ
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
市
の
産
業
振
興
の
考
え

方
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
市
で
は
、
変
革
す
る
経
済

状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き

国
や
都
と
連
携
し
な
が
ら
、
雇
用

の
維
持
と
経
営
の
安
定
化
、
経
済

活
動
の
回
復
に
つ
な
が
る
支
援
策

を
継
続
す
る
。

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
を
し
っ
か
り

と
講
じ
、
積
極
的
に
経
済
活
動
を

進
め
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長
　
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

続
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
本

市
の
魅
力
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

渡
辺

将

議
員（
都
民
）　
国
な
ど

の
集
計
で
は
、
令
和
２
年
10
月
の

全
国
の
自
死
者
数
は
、
速
報
値
で

２
１
５
３
人
と
な
り
、
元
年
10
月

と
比
べ
て
６
１
４
人
増
加
し
て
い

る
が
、
２
年
の
本
市
に
お
け
る
自

死
者
の
傾
向
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
本
市
の
自
死
者

に
つ
い
て
は
、
２
年
６
月
以
降
、

元
年
よ
り
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て

比
留
間

利
蔵

議
員（
市
政
）　
令

和
２
年
第
３
回
定
例
会
で
条
例
改

正
が
認
め
ら
れ
、
新
設
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基

金
に
つ
い
て
、
基
金
の
考
え
方
と

活
用
方
針
を
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事
　
基
金
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
す
る
地
域
課
題
の
解
決

手
塚

と
し
ひ
さ

議
員（
市
フ
ォ
）　

令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
、

多
摩
川
に
近
い
多
く
の
市
民
に
対

お
り
、
自
殺
率
は
、
お
お
む
ね
２

倍
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
本
市
の
自
死
者
数
に
つ
い

て
は
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ

る
た
め
、
早
急
に
必
要
な
対
策
を

と
る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
自
死
に
至
る
複
合
的
な
要

因
に
対
し
て
、
市
は
、
横
断
的
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
Ｄ
Ｖ
や
子
ど
も

に
資
す
る
事
業
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
新
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
活
用
方
針
に
つ
い
て
は
、
同
感

染
症
へ
の
対
応
を
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
同
感
染
症
に

係
る
寄
附
金
等
を
基
金
に
積
み
立

て
、
３
年
度
の
関
連
事
業
の
財
源

と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

議
員
　
市
は
、
国
の
特
別
定
額
給

付
金
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
人

や
医
療
関
係
者
が
使
え
る
よ
う
な

ら
ば
、
寄
附
し
た
い
と
の
市
民
の

声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寄
附
の

受
け
入
れ
が
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
た
と
聞
く
が
、
現
在
の
寄
附

状
況
を
聞
き
た
い
。

政
策
総
務
部
長
　
23
人
の
個
人
の

方
と
６
団
体
か
ら
、
合
計
で
２
１

６
４
万
４
０
０
０
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

し
て
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
か
ら
は
、

多
摩
川
流
域
の
市
域
及
び
上
流
の

掘
削
工
事
等
を
望

む
声
が
あ
る
が
、

今
後
、
予
定
さ
れ

て
い
る
多
摩
川
の

安
全
対
策
を
聞
き

た
い
。

行
政
管
理
部
長
　

市
域
に
つ
い
て
は
、

２
年
11
月
か
ら
護

岸
等
の
災
害
復
旧

工
事
が
押
立
町
地
区
や
小
柳
町
地

区
、
住
吉
町
地
区
で
予
定
さ
れ
て

い
る
。

議
員
　
市
内
３
か
所
で
予
定
さ
れ

て
い
る
護
岸
等
の
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
工
事
の
内

容
を
聞
き
た
い
。

行
政
管
理
部
長
　
河
岸
が
削
ら
れ

る
等
の
被
害
が
あ
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
、
復
旧
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
工
事
で
、
押
立
町
地
区
に

お
い
て
は
、
水
の
勢
い
を
弱
め
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造
物
を
設
置

し
、
小
柳
町
及
び
住
吉
町
地
区
に

お
い
て
は
、
河
岸
の
洗
掘
を
防
ぐ

た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
構

造
物
を
設
置
す
る
。

他

コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者
支
援
に
つ
い

て
●

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
　

の
養
育
困
難
、
生
活
困
窮
な
ど
の

特
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の

解
決
や
対
策
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
等

の
各
種
連
携
会
議
に
お
い
て
、
具

体
的
な
支
援
策
を
検
討
す
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

他 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て

屋外で行うサイクルイベントについて
時 期を見 極 めて開 催 が 可 能と
思 う が ど う か

ウィズコロナを見据えた

市の産業振興の考え方は

府中市公文書管理条例の制定について

市 　　　の 　　　考 　　　え 　　　は

観光サイクルイベントの開催について

研 究 ・ 検 討 し て い き た い

国 や 都 と 連 携し な がら
経済活動の回復につながる
支 援 策 を 継 続 す る

様 々 な 取 組 を 通じ て 得 た 教 訓 等 を
現在及び将来の市民に説明する手段として
有 効 で あ る と 認 識 し て い る

令

和

２

年

の

本

市

に

お

け

る

自

死

者

の

傾

向

は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金

活

用

方

針

は

今

後

、

予

定

さ

れ

て

い

る

多

摩

川

の

安

全

対

策

は

元
年
よ
り
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り

自
殺
率
は
、
お
お
む
ね
２
倍
程
度
に
な
っ
て
い
る

同
感
染
症
に
係
る
寄
附
金
等
を
基
金
に
積
み
立
て

令

和

３

年

度

の

関

連

事

業

の

財

源

と

し

て

活

用

し

て

い

く

市

域

に

つ

い

て

は

護

岸

等

の

災

害

復

旧

工

事

が

市
内
３
か
所
で
予
定
さ
れ
て
い
る
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　▲ふるさと府中歴史館公文書史料室

　▲多摩川


